
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せは・・・ 
特定非営利活動法人 ひろしまチャイルドライン子どもステーション 

住 所：広島市中区八丁堀 7-11 広島 YMCA 気付 

電話/FAX  082-233-8655 事務局携帯 090-7998-6113 

E-mail：hiroshima-childline@fine.ocn.ne.jp 

http://www.hiroshima-childline.or.jp 

 

 

性的少数者の子に配慮求める通知  

文科省、対象範囲拡大 
眞野さんは大学卒業後、ゲイと公表して中学校教員を 6 年間務

められました。「かつての自分のように肩身の狭い思いでいる子が

いるかもしれない」と社会で活躍する LGBT のモデルを示す狙い

があったそうです。文部科学省も（4/30）同性愛や性同一性障害な

どを含む性的少数者の子どもについて、配慮を求める通知を全国

の国公私立の小中高校などに出しました。通知では、子どもが相

談しやすくするために、教員が性的少数者についての心ない言動

を慎むことや、子どもの服装や髪形について否定したり、からかっ

たりしないよう明記しています。 

現在、眞野さんは大学院で教育制度などを研究する一方、「性

の多様性」を伝える講演に駆け回っていらっしゃいます。 

チャイルドラインにかかってくる電話の中にも悩んでいる子どもたちの声が入ってきます。数年前ひ

ろしまチャイルドラインでは、眞野さんにお話をきく機会がありました。今回も多くの方に眞野さんと

出会って頂きたいと思い企画しました。前回参加できなかった皆さん、是非この機会に「性の多様性に

ついて」一緒に学んでいきましょう。 

 

 

mailto:hiroshima-childline@fine.ocn.ne.jp
http://www.hiroshima-childline.or.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 3月 公立学校講師。2014年 九州大学大学院博士後期課程入学 
■ 著書等 
・「“ゲイ教員”とカミングアウトして見えてきたこと」“人間と性”教育研究協議会『季刊セクシュアリティ』

№68. 2014年 10月 
・「同性愛嫌悪の内面化とクローゼットの不在との間―地方に生きるゲイのライフストーリーの考察から―」
九州大学大学院地球社会統合科学府『地球社会統合科学研究』創刊号、2014年 9月 

・「公立学校における性的マイノリティの子どもに対する具体的支援―適応指導教室へ通っていた Aさんの事
例を通して―」福岡県人権同和教育研究協議会『ウィンズ 76号』2013年 12月 

■ 専門分野 
教育学、社会学、ゲイ・スタディーズ 

 

特定非営利活動法人 ひろしまチャイルドライン子どもステーション 

住 所：広島市中区八丁堀 7-11 広島 YMCA 気付 

電話/FAX  082-233-8655  事務局携帯 090-7998-6113 

E-mail：hiroshima-childline@fine.ocn.ne.jp 
 

子どもの声を聴くボランティア 

―第 19期チャイルドライン受け手養成講座―《広島会場》 

7/19(日)   チャイルドラインとは・ チャイルドライン受け手の役割  

   講師 上野和子(ひろしまチャイルドライン理事長） 

8/2 (日)   子どもの権利 ①・②    

講師 井上寿美（関西福祉大学准教授、川西市子どもｵﾝﾌﾞｽﾞﾊﾟｰｿﾝ） 

8/9 (日)   子どもたちの生と性 ～受話器の向こうから～    

講師 安達倭雅子 （電話相談員）  

8/23(日)   もっと知ろう！発達障害について   

講師 小野塚剛 (NPO法人広島自閉症協会理事長）  

聴くということ   

講師 黄正国 (広島大学大学院教育学研究科附属心理臨床教育研究センター助教) 

8/30(日)    演習１、傾聴の基本・演習２、聴き方ロールプレイ   

講師 高田晃治（山陽女子短期大学講師） 

9/20(日)   子どもシェルターって知ってますか？   

講師 戸田慶吾（ピピオ子どもセンター理事弁護士） 

演習３、やってみよう（逐語をつくる） 講師 上野和子 

10/18 (日)  子どもの状況～学校の現場から～  

講師 現場の先生(予定) 

演習４、（逐語研修） 

   講師 内野悌司(広大保険管理センター准教授) 

 

お問合せ・お申込み 

詳しくは・・・・・ 

 

募集期間 

2015 年 4 月から 
募集定員各会場 30名 

＊定員になり次第締め切
ります 

 

＜プロフィール＞  眞野 豊 MANO Yutaka  

 
九州大学大学院博士後期課程在学中。公立中学校へ 6年間勤務。 
LGBTの人権を題材とした道徳の授業や教職員へ向けた研修を行ってきた。 
現在は「性の多様性を学校現場でどう教えるか」をテーマに研究・講演活動に取り組
んでいる。NPO法人「LGBTの家族と友人をつなぐ会」会員。 
■経歴 
1981年北海道生まれ。2004年北海道教育大学釧路校卒業。2006年北海道教育大学大
学院修了修士（教育学）。小学校専修、中学校(理科・美術)専修、高等学校（理科・
美術）専修免許取得 2008 年 広島修道大学大学院修了 修士（社会学）。2008 年～

受講料は 12,000円 

18 歳までの方は 

〈高校生〉3,000 円 

★詳しい資料をお送りしますので、事務局まで電話かＦＡＸまたはＥメールでお申し込み下さい。 

 

 

 


